
写真 1  炎症を起こしているス
トーマ周囲の皮膚。

写真 2  2 週間後に改善が見
られたストーマ周囲の皮膚。

要旨要旨
ストーマ周囲の皮膚の合併症の発生率は高く、ストーマ造設患者の半数以上が生涯
のうちにストーマ周囲の皮膚の問題を経験しています1。合併症の種類、原因、それらの
治療方法は、それぞれ大きく異なります。医療従事者は、ストーマ周囲の皮膚の合併
症の管理に多くの時間と労力を費やしています。患者にとって、ストーマ周囲の皮膚の
痛みは、生活の質に大きな影響を与えかねません。ストーマ周囲の皮膚の合併症は、 
ストーマ造設後の最も一般的な術後合併症です2。この症例報告で、そのような症例の 
1 つをご報告します。

目的目的
患者に適した面板を選択し、ストーマ周囲に面板が適切に密着することで、ストーマ周
囲の皮膚の異常を改善させ、健康な状態を維持すること。

背景背景
患者は 49 歳女性で、単孔式回腸ストーマ造設を伴う結腸亜全摘術と直腸切除術を受
けました。

患者の概要患者の概要
患者は最初に面板から便漏れが発生した後、単品系軟性凸面装具を使用することで
漏れを解決し、漏れのない状態を維持しました。苦しく精神的につらい時期を経たのち、 
1 日おきに交換することが可能となり、自信を持って社会活動を再開できるようになりました。

問題問題
年 1 回の診察を初めて受けたとき、彼女はストーマ周囲の皮膚の所々に痛みとかゆみ
があると訴えました (写真 1)。彼女の装具交換方法を確認したところ、すべて正しく行わ
れていました。彼女はクリニックで診察を受け、感染の可能性を除外するため、綿棒で
皮膚を採取して細菌の検査をしました。これは陰性でした。炎症を起こしていた部分は
ステロイド治療が効果を示しましたが、治療を中止するとすぐに再発しました。彼女は
イライラして不快感を感じ始め、気分が落ち込み、家族や友人から孤立し始めました。 
粘着剤に過敏になっている可能性を考慮して、別のストーマ装具を試しました。しかし、
これらのストーマ装具はどれも炎症に効果がなく、患者はそれらが頻繁に漏れると感 
じました。患者は他の装具を試すたびに、元々使用していて安心できる単品系軟性凸
面装具に戻りました。

ケアの実際ケアの実際
患者は過去に軟性凸面装具で漏れを経験していたため、二品系硬性凸面型装具 
「ニューイメージ セラプラス 凸面」 を選択しました。二品系装具を使用することで、面板
は 3 日ごと、採便袋は毎日交換できるようになりました。2 週間で、ストーマ周囲の皮膚
は有意な改善を示し、さらに彼女から痛みとかゆみから解放されたという報告がありま
した (写真 2)。
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結果結果
二品系硬性凸面型装具「ニューイメージ セラプラス 凸面」 を試す前、この患者は、ストーマに 
関する様々な問題を抱えていたため、失望し、ステロイド治療を受け続けるか、炎症を我慢 
するかしかないと感じていました。装具を変更してから、炎症は再発せず、患者の不安は非常
に軽くなりました。患者は徐々に自信を取り戻し、社会活動を再開することができました。

結論結論
ストーマ患者の多くは、ストーマ周囲皮膚障害を経験し、ストーマを造設したら仕方のない 
こととしてそれらの問題を受け入れています3。幸いにも、この患者は助けを求め、問題は
解決しました。皮膚刺激を軽減する手段として、面板がストーマの周囲に適切に密着し、 
漏れを防ぐことが重要です。面板の配合成分は、ストーマ周囲の皮膚の健康状態にも 
影響を及ぼします。面板の配合成分と密着性の適切な組み合わせを見つけることは、 
ストーマ周囲の皮膚を健康な状態に維持するために不可欠です。
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この症例報告は、特定の患者に「ニューイメージ セラプラス 凸面」を使用した場合の一人の看護師の経験を

示すものであり、全ての症例に適応できるとは限りません。
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